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保有水平耐力計算オプション 
 

 

■ホームズ君「耐震診断Pro」保有水平耐力計算オプション（以下、本システム）および本書にお

ける精密診断法２の保有水平耐力計算は、次の資料を根拠・参考としています。 
No タイトル 本書での略称 

１ 2012 年改訂版 木造住宅の耐震診断と補強方法 

    [発行]一般財団法人 日本建築防災協会 

「基準書」 

 

■本システムは、基準書の改訂委員である、東京都市大学工学部建築学科 大橋好光教授の指導のも

と開発されたものです。 

本システムで対応している保有水平耐力計算の計算内容の詳細については、「保有水平耐力計算 解

説書」を参照ください。（[ヘルプ]メニューの[保有水平耐力計算_解説書(PDF)]） 

 

 

■本システムは、保有水平耐力計算で上部構造の耐力の診断を行う前提として『地震力に対する許

容応力度計算』を行っています。『地震力に対する許容応力度計算』は、公益財団法人 日本住宅・

木材技術センター発行「木造軸組工法住宅の許容応力度設計」を根拠・参考としています。 

 

 

■本システムは、ホームズ君「耐震診断 Pro」が既に取得している、一般財団法人日本建築防災協

会の『木造住宅耐震診断プログラム評価』の対象外です。 

  【プログラム評価の対象】 

     ・一般診断法 

     ・精密診断法１ 

  【プログラム評価の対象外】 

     ・精密診断法２（保有水平耐力計算オプション） 

     ・精密診断法２（限界耐力計算オプション） 
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１） 保有水平耐力計算モード 
 

■診断方法 
 本システムは、「2012年改訂版 木造住宅の耐震診断と補強方法」（以下、基準書）の「指針と

解説編 第 5 章 精密診断法 2」で示されている診断法のうち「5.2 保有水平耐力計算による方法」

に基づき、保有水平耐力の判定を行います。 

 

 保有水平耐力計算の方法として、基準書に示されている以下の２つの方法のうち(1)を使用します。 

(1) 層の荷重変形関係に基づき、保有水平耐力を求める場合 

(2) 単体壁の終局耐力の累加により、保有水平耐力を求める場合 

 

また、本システムでは、保有水平耐力計算を用いた「上部構造の耐力の診断」を行います。以下

の項目は、別途検定・検討を行ったうえで、「各部の検討」において問題点の報告を行ってください。 

・地盤の崩壊等 

・地盤と基礎の検定 （基礎の破損・亀裂等） 

・土台の曲げとアンカーボルトの引張およびせん断の検定 （土台とアンカーボルトの破壊） 

・横架材接合部の引抜力に対する検定 （横架材接合部の外れ） 

・屋根葺き材等の検討 （屋根葺き材の落下） 

・筋かいの座屈に対する検定 

・梁上耐力壁の載る梁の短期曲げ、せん断の検定 

 

■適用範囲 
本システムの保有水平耐力計算は、在来軸組構法の住宅、および非住宅を対象としています。また、

平屋建て、２階建ておよび３階建てに対応しています。 

（本システムでは、Ｘ=約 120m、Y=約 120mまでの建物が入力できます。） 

 

■入力項目 
  ▼算定条件設定 

計算方法、必要保有水平耐力割増係数を入力します。 

  ▼荷重設定 

固定荷重、積載荷重、積雪荷重の設定を行います。 

  ▼積載荷重割増 

部屋、屋根に対して積載荷重割増の設定を行います。 

  ▼地震力設定 

軒高と棟高の平均、地盤種別の設定を行います。 

  ▼壁高さ変更 

壁高さの変更を行います。 

  ▼開口部高さ 

開口部の高さ設定を行います。 

  ▼柱出隅設定 

 柱が出隅柱かその他柱かを設定します。 

  ▼柱頭柱脚接合部仕様 

柱の柱頭柱脚接合部の仕様を設定します。 

  ▼柱寸法 

柱の寸法を設定します。 

  ▼柱荷重範囲 全体設定 

建物全体に共通する、柱の受ける荷重範囲の設定を行います。 

  ▼柱荷重範囲 部分変更 

部分的に「柱荷重範囲 全体設定」で設定した荷重範囲と異なる柱がある場合に、 

個別に荷重範囲を設定します。 
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  ▼天井設定 

水平天井、勾配天井の範囲を設定します。 

  ▼水平構面 全体設定 

建物全体に共通する、水平構面の仕様の設定を行います。 

  ▼水平構面 部分入力 

部分的に「水平構面 全体設定」で設定した仕様と異なる水平構面がある場合に、 

個別に仕様を設定します。 

  ▼梁上耐力壁設定 

梁上耐力壁に該当する部位を設定します。 

  ▼劣化度入力 

壁および垂れ壁つき独立柱の劣化度の設定を行います。 

  ▼各部の検討 

評点の算出以外の部分で別途検討が必要な項目について、検討結果を入力します。 

（※それぞれの項目の問題報告は必須です。特に問題が無い場合はその旨を入力します。） 

  ▼終局変形図確認(柔床用) 

柔床ルート選択時、増分解析終了時点（終局時）の鉛直構面と水平構面の状態を 

変形角を図（グラフ）で確認します。 
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２） 算定条件設定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 解説 
  計算方法および必要保有水平耐力割増係数を入力します。 

  ①計算方法 

    「剛床ルート」「柔床ルート」を選択します。 

    保有水平耐力計算では、水平構面が剛床と見なせるかどうかによって、計算方法が以下の

２通りに分かれます。 

剛床ルートの診断は、水平構面が剛床と見なせる場合にのみ行えます。 

▼剛床ルート（剛床と見なせる場合） 

・ 鉛直構面にかかるせん断力（地震力）が、水平構面を通じて鉛直構面間で伝達さ

れる前提で計算が行われます。 

・ 階・方向ごとに保有水平耐力、必要保有水平耐力および評点が求められます。 

・ 荷重変形関係を算出する際には偏心率が考慮されます。 

     ▼柔床ルート（柔床の場合） 

・ 鉛直構面にかかるせん断力（地震力）の鉛直構面間の伝達について、水平構面 

の剛性を考慮して、計算が行われます。 

・ 増分解析によって求めた重心位置の荷重変形関係から評点を求めます。 

・ 荷重変形関係を算出する際に偏心率が考慮されません。 

多くの場合、柔床ルートによる診断結果は、剛床ルートの場合よりも厳しい（評点が低い）

結果となります。 

 

  ②必要保有水平耐力割増係数 

    建物の荷重や床面積により必要保有水平耐力を割増する必要がある場合に、 

    設定します。 
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■ポイント 
本システムによる診断の手順は以下の通りです。 

① 最初は「剛床ルート」と設定し耐震診断を進めます。 

② 保有水平耐力計算に必要な一通りの入力を行います。 

③ 水平構面の検定が OK の場合（剛床と見なせる場合）は、そのまま耐震診断画面に進みま

す。NG の場合（柔床の場合）の場合は算定条件設定で「柔床ルート」に変更し、診断を進

めてください。 

 

※補強計画を検討する際、水平構面の検定がNGとなった場合は、耐力壁の追加や水平構面の

補強等により、水平構面の検定をOK とできる可能性があります。水平構面の検定が OKと

なれば、「剛床ルート」に変更して再度診断を実施することで診断結果（評点）が向上するこ

とがあります。 
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３） 荷重設定 

 ３-1） 固定荷重 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■解説 
  屋根、天井、外壁などの部位ごとの固定荷重を設定します。 

 

■操作方法 
  ①固定荷重を「全ての階で同一の設定」とするか、「階ごとに個別の設定」とするかを選択 

します。「階ごとに個別の設定」とした場合は、タブを切り替えて各階の設定を行います。 

  ②各部位の固定荷重の「変更」ボタンをクリックして表示される「個別部位 固定荷重設定」画

面で、設定する固定荷重の仕様を設定します。 

・仕様名と、仕様を構成する部材名およびその荷重を入力します。 

・「一覧に登録」を行うと、入力した仕様を固定荷重一覧に登録します。 

・「一覧から読込」を行うと、登録済みの固定荷重一覧が表示されます。「OK」で選択し

た仕様を読み込みます。また、「選択仕様削除」で一覧から削除することができます。 

  ③「個別部位 固定荷重設定」でＯＫボタンをクリックし、表示中の仕様を部位に設定します。 

 

■ポイント 

  仕様の一覧には、あらかじめサンプルとして一般的な仕様の例が入力されています。ただし、

荷重の値は参考値ですので、建物の実況に合わせて適切な値に更新し、ご使用ください。 
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３-2） 積載荷重 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■解説 
  建築物にかかる積載荷重を設定します。 

  計算に使用する値は、建築基準法施行令第 85 条に定められており、保有水平耐力計算では 

「(は)地震力を計算する場合」の値で計算を行います。 

 

■操作方法 
  積載荷重の単位荷重を設定します。 

  設定する値は「？」ボタンをクリックして表示されるヘルプ画面から確認できます。 
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３-３） 積雪荷重 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■解説 
  多雪区域の場合のみ、積雪荷重を設定します。 

  保有水平耐力計算では、地震力用積雪荷重を用いて計算を行います。 

 

■操作方法 
①地域区分を選択します。「一般」を選択した場合、以降の項目は入力不要です。 

②積雪量を入力します。 入力値の目安は以下となります。 

（発行：(公財)日本住宅・木材技術センター 「木造軸組工法住宅の許容応力度設計」より） 

多雪区域の場合：100ｃｍ以上 

③積雪の単位荷重を入力します。 

多雪区域の場合は、特定行政庁の定める値を入力します。 
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４） 積載荷重割増 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■解説 
  部屋および屋根において局所的に積載荷重を割り増す設定を行います。 

  ピアノや大型の書棚、太陽光パネル等がある場合、実状に合わせて入力します。 

 

■操作方法 
  ▼部屋積載荷重 

①「部屋積載荷重」ボタンをクリックします。 

②積載荷重割増を入力します。 

③該当の部屋をクリックします。 

  ▼屋根積載荷重 

①「屋根積載荷重」ボタンをクリックします。 

②積載荷重割増を入力します。 

③マウスの多角形入力で屋根上の該当範囲を指定します。 

  ▼屋根積載荷重削除 

①「削除」ボタンをクリックします。 

②削除する屋根積載荷重の多角形をクリックします。 

 

※部屋積載荷重を削除する場合は、積載荷重割増を 0(N/㎡)として部屋積載荷重を 

再設定してください。 
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５） 地震力設定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■解説 
  地震力の計算に使用する「軒高と棟高の平均」および「地震種別」を設定します。 

  ここで設定した内容および建物概要やCAD画面等で設定された情報を元に、「地震力により生

じる力」を計算した結果を表示します。 

 

■操作方法 
  ①「軒高と棟高の平均」を入力します。 

  ②「地震種別」を選択します。 

 

■ポイント 

「軒高と棟高の平均」および「地盤種別」の値は精密診断法 1 および限界耐力計算の算定条件

設定（建物高さ、地盤種別）と共通です。 

 



ホームズ君「耐震診断 Pro」 保有水平耐力計算マニュアル 

 13 

６） 壁高さ変更 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■解説 
  壁の実面積を計算する際に、建物概要で設定した各階の階高が、壁高さとして使用されます。 

階高と異なる高さの壁材がある場合に、高さの変更を行います。 

 

■操作方法 
  ▼壁高さ変更の入力 

①「高さ変更入力」ボタンをクリックします。 

②壁高さ(編集値)を入力します。 

③該当する部位にマウスで線分入力します。 

  ▼壁高さ変更の削除 

①「削除」ボタンをクリックします。 

②該当する部位をクリックします。 

 

■ポイント 

  母屋下がり等で部分的に壁の高さが変わっている範囲について設定を行います。 
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７） 開口部高さ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■解説 
  各開口の「開口高さ」「取付高さ」を設定します。 

  ・開口高さ：開口部下端から開口部上端までの高さです。 

  ・取付高さ：床から開口部上端までの高さです。 

 

■操作方法 
  ①「開口高さ」「取付高さ」に任意の値を入力します。または「履歴」から以前の入力値を 

選択します。 

②該当する開口部をクリックします。 
 

■ポイント 

  開口部属性が「全開口」以外のすべての開口部について、開口部高さ設定を行ってください。 

  未設定の開口部には赤字で「未」と表示されます。 
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８） 柱関連設定 

8-1） 柱出隅設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■解説 
  本システムでは柱が出隅柱かどうかを自動認識します。出隅柱は薄い赤色、その他の柱は白で

表示されます。自動認識された結果を変更したい場合、「柱出隅設定」により、柱ごとに出隅柱

かどうかを指定できます。 

柱出隅設定は柱頭柱脚接合部の引抜力の計算に影響します。 

 

■操作方法 
  該当する柱をクリックし、出隅柱かその他の柱かを切り替えます。 

 

■ポイント 
  柱出隅設定はCAD入力の内容から自動で判断されます。設定を変更する場合のみ入力を 

行ってください。 

 



ホームズ君「耐震診断 Pro」 保有水平耐力計算マニュアル 

 16 

 

8-2） 柱頭柱脚接合部仕様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■解説 
  柱の柱頭柱脚接合部の仕様を設定します。 

  あらかじめ登録されていないN値の接合部仕様を使用する場合は、追加で仕様を登録します。 

 

■操作方法 
▼接合部仕様の選択 

①モード（現状、補強計画）を選択します。（"補強計画"モード入力中のみ） 

②柱頭柱脚接合部の仕様を選択します。 

③仕様を変更する柱を指定します。 

・一点選択の場合、クリックした柱の柱頭柱脚接合部の仕様が変更されます。 

・BOX選択の場合、2点指定で囲まれた範囲内にあるすべての柱の柱頭柱脚接合部が 

変更されます。 

  ▼追加接合部仕様の登録 

    ①「追加接合部仕様登録」をクリックします。 

    ②「使用する」「記号」「仕様例」「N 値」を入力し、OKをクリックします。 

 

■ポイント 

  ・すべての柱について柱頭柱脚接合部仕様の設定を行ってください。 

   未設定の柱には赤字で「未」と表示されます。 

・"補強計画"モードでは、"現状の柱頭柱脚接合部仕様"、"補強後の柱頭柱脚接合部仕様"が入力

できます。"補強後の柱頭柱脚接合部仕様"は★がついて表示されます。 
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8-３） 柱寸法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■解説 
  柱の寸法を設定します。 

  なお、X方向、Y方向のいずれかで、以下の２つの条件を満たす柱のみが設定対象です。 

    ・耐力を持つ開口壁と接する 

    ・無開口壁と接しない 

 

■操作方法 
  ①入力する柱の寸法を選択します。 

  ②寸法を入力する柱を指定します。 

 ・一点選択の場合、クリックした柱の寸法が変更されます。 

 ・BOX選択の場合、2点指定で囲まれた範囲内にあるすべての設定対象の柱の寸法が 

変更されます。 
 

■ポイント 

設定対象の柱は、画面上で緑色に強調表示されています。設定対象のすべての柱について、柱

寸法の設定を行ってください。 

未設定の柱には赤字で「未」と表示されます。 
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8-4） 柱荷重範囲 全体設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■解説 
  柱が受ける荷重範囲を設定します。 

  設定した値を使ってN 値計算の「鉛直荷重による押さえの効果を示す係数 L」を求めます。 

 

■操作方法 
  図に示された範囲に対して表の各項目を入力します。 

 

■ポイント 
  柱の受ける荷重が柱にかかる引抜力に対する押さえとなるため、範囲が小さいほど厳しい条件

となります。 

  建物の中で幅がある場合は、小さい方の範囲を設定してください。 

  他の部分と条件が大きく異なる柱がある場合は、「８-5） 柱荷重範囲 部分変更」で設定しま

す。 
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8-5） 柱荷重範囲 部分変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■解説 
  柱が受ける荷重範囲を個別に設定します。 

  通常は、「柱荷重範囲 全体設定」で設定した値を、建物全体に適用します。 

隣接する柱や壁との距離が特に小さい、または大きいなど、柱の荷重負担範囲が特に大きく異

なると考えられる場合のみ、個別に設定してください。 

 

■操作方法 
  ①部分変更を行う柱をクリックします。 

  ②「個別に設定を行う」を選択します。 

  ③表の各項目を入力します。 

   ※入力する項目は、柱の位置（外部柱か、出隅・入隅か）で異なります。 

   ※各項目に数値を入力すると、設定した範囲情報と荷重設定および階高をもとに 

    「鉛直荷重による押さえの効果を示す係数 L」が自動計算され、表示されます。 
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９） 天井設定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■解説 
  天井荷重を求めるために、水平天井か勾配天井かを設定します。 

 

■操作方法 
  ①天井種類（水平天井、勾配天井、天井無し）を選択します。 

②入力方式を選択します。（Box入力、多角形入力） 

③CAD画面上で設定する範囲を入力します。 

 

■ポイント 
・上階床がある範囲には勾配天井は設定できません。 

・入力にかかわらず、部屋名称が「吹抜」の範囲は天井無しとして計算が行われます。 
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１０） 水平構面 全体設定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■解説 
  部位（各階の床、屋根、軒棟）ごとに、水平構面の仕様を設定します。 

  あらかじめ、基準書「指針と解説偏 第 4 章 精密診断法１ 4.3.4 保有する耐力」に記載され

た水平構面の仕様が登録されています。「仕様登録」により、任意の水平構面の仕様を登録でき

ます。 

 

■操作方法 
  ▼仕様変更 

①仕様を設定する部位の変更ボタンをクリックします。 

②登録済みの仕様の一覧から、設定する仕様を選択します。 

  ▼仕様登録 

 ①仕様登録ボタンをクリックします。 

 ②登録する部位に応じて画面上部のタブを切り替えます。 

 ③「使用する」チェック、名前、床倍率、損傷限界変形角の各項目を入力し、 

OK ボタンを押します。 
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■ポイント 
  ・部分的に仕様が異なる範囲がある場合は「水平構面 部分入力」を行ってください。 

  ・仕様登録画面で「使用する」のチェックがＯＮの項目のみが、仕様選択時のリストに表示さ

れます。これにより、よく使う仕様のみをリストに表示させることができます。 

  ・ユーザーが任意に追加した水平構面仕様は、計算書「8.水平構面の地震力に対する検定(剛床

の判定)(1)」の「部位ごとの水平構面仕様明細」において、網掛けで表示されます。 
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１１） 水平構面 部分入力 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■解説 
  特定範囲の水平構面の仕様を設定します。 

  「水平構面 全体設定」で設定した仕様と異なる水平構面が部分的にある場合に設定します。 

 

■ 操作方法 
  ▼部分入力 

①モード（現状、補強計画）を選択します。（"補強計画"モード入力中のみ） 

②「入力」を選択します。 

③「上階床」「屋根」「桁梁」のそれぞれの構面に対して「変更」ボタンをクリックして、 

水平構面仕様を選択します。 

④マウスで CAD 画面上に多角形入力を行います。 

  ▼部分入力削除 

①モード（現状、補強計画）を選択します。（"補強計画"モード入力中のみ） 

②「削除」を選択し、該当する部位をクリックします。 

  ▼仕様登録 

 ①仕様登録ボタンをクリックします。 

※登録方法は「１０）水平構面 全体設定」の操作方法「仕様登録」参照 

 

■ポイント 
  ・表示階の天井、小屋レベルに対して選択した仕様が適用されます。 

  ・上階床、屋根、桁梁の３つの構面をセットで、仕様を指定します。一部の構面のみを変更す

る場合も、３つの構面ともに仕様を入力してください。 

・"補強計画"モードでは、"現状の水平構面仕様"、"補強後の水平構面仕様"が入力できます。 

"補強後の水平構面仕様"は★がついて表示されます。 
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１２） 梁上耐力壁設定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 解説 
梁上耐力壁の設定を行います。以下の条件に該当する箇所に入力を行ってください。 

梁上耐力壁の剛性低減の計算に反映されます。 

 

  タイプⅡ：単純梁のスパンの上に柱 1 本（同位置に下階の無開口壁無し）が載るもの 

1 次梁 タイプⅢ：単純梁のスパンの上に柱 2 本（同位置に下階の無開口壁無し）が載るもの 

  タイプⅣ：単純梁のスパンの上に柱 3 本（同位置に下階の無開口壁無し）が載るもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１次梁 タイプⅡ 

 
壁１ 

K1 

 

壁 2 

K2 

 

a b 

H 

１次梁 タイプⅢ 

 
壁１ 

K1 

 

壁２ 

K2 

 

壁３ 

K3 

 

a b c 

1 次梁 タイプⅣ 

 
壁１ 

K1 

 

壁２ 

K2 

 

壁３ 

K3 

 

壁４ 

K4 

 

a b c d 

H H 

１次梁 １次梁 １次梁 
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2 次梁 タイプ 2：1次梁を単純梁のスパンの中間で受けるもの 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※以下のタイプの１次梁、２次梁は本システムで扱う対象外となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 操作方法 
  ▼１次梁入力、2 次梁入力 

①「１次梁入力」または「2 次梁入力」を選択します。 

②該当の梁の範囲の始点、終点をクリックして線入力します。 

③仕様設定画面「梁幅」「梁せい」「ヤング係数」「断面欠損による低減」を入力します。 

  ▼設定変更 

①「設定変更」ボタンをクリックします。 

②該当する部位をクリックします。 

③仕様設定画面「梁幅」「梁せい」「ヤング係数」「断面欠損による低減」を入力します。 

  ▼削除 

①「削除」ボタンをクリックします。 

②該当する部位をクリックします。 

 

■ ポイント 
・1 次梁、2次梁の位置を入力する際は、梁全体の範囲ではなく、梁上耐力壁が載るスパン 

および 1 次梁がかかるスパンのみを入力してください。 

・初期値は比較的安全側の設定が入力されていますが、実際の梁の条件を確認して設定して 

ください。 

２次梁 タイプ２ 

 

a1 b1 

２次梁 

１次梁を受ける位置 

1 次梁 タイプⅠ（対象外） 

 
壁１ 

K1 

 

a b 

H 

１次梁 

１次梁 タイプ１（対象外） 

 

a1 b1 

２次梁 

１次梁を受ける位置 
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１３） 劣化度入力 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■解説 
  壁または垂れ壁つき独立柱の劣化度の設定を行います。 
  「劣化無し」   ：対象部位に、劣化が認められない場合 

  「部分的な劣化」 ：対象部位に、部分的な劣化が認められる場合 

  「著しい劣化」  ：対象部位に、著しい劣化が認められる場合 

 

■操作方法 
①モード（現状、補強計画）を選択します。（"補強計画"モード入力中のみ） 

  ②設定する劣化度を選択します。 

  ③該当する箇所を指定します。 

・一点選択の場合、クリックした部位の劣化度が変更されます。 

・BOX選択の場合、2 点指定で囲まれた範囲内にあるすべての部位の劣化度が 

変更されます。 

 

■ポイント 
・すべての壁および垂れ壁つき独立柱について、劣化度を設定してください。 

未設定の部位には、「未設定」と表示されます。（壁：赤字、垂れ壁つき独立柱：黒字） 

・"補強計画"モードでは、“現状の劣化度”、“補強後の劣化度”が入力できます。 

"補強後の劣化度"は★がついて表示されます。 

・劣化度の設定は、保有水平耐力計算モードと限界耐力計算モードで共通になります。 

（精密診断法１の劣化度の設定とは独立しています。） 
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１４） 各部の検討 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■解説 
  保有水平耐力計算で建物の耐震性を評価するためには、上部構造評点の算出のほかに、前提と

して『地震力に対する許容応力度計算』を行い建物各部の安全性を確認することが必要となり

ます。本システムの保有水平耐力計算では、『地震力に対する許容応力度計算』の検定項目のう

ち、保有水平耐力や評点の算出に直接影響する部分の計算のみ行います。それ以外の『地震力

に対する許容応力度計算』の項目については、別途、検定・検討を行い、「各部の検討」におい

て問題点の報告（入力）を行う必要があります。 

 

  評点の算出以外に別途検討が必要な以下の項目について入力します。 

   ・地盤の崩壊等 

   ・基礎の破損･亀裂等 

   ・土台とアンカーボルトの破壊 

   ・横架材接合部の外れ 

   ・屋根葺き材の落下 

   ・その他 

    （筋かいの座屈に対する検定、梁上耐力壁の載る梁の短期曲げ・せん断の検定など） 

 

  それぞれの項目についての報告は必須です。特に問題が無い場合はその旨を入力してください。 

 

■操作方法 
  ①入力する検討項目のタブを選択します。 

  ②報告内容を入力します。問題が無い場合はその旨を記載します。 

  ③すべての検討項目について、①②を行います。 

  ④OKボタンをクリックします。 

 

③ 
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１５） 終局変形図確認（柔床用） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■解説 
  増分解析終了時の鉛直構面、水平構面の変形状態を図（グラフ）で表します。 

  先に終局状態に達した構面や、その他の鉛直構面が耐力を発揮できている度合いなどを 

  確認することができます。 

  水平構面の補強や耐力壁の追加・削除などを行うと、自動的に更新されますので、耐震補強 

  を検討する際の参考にしてください。 

 

 ※補足：増分解析について 

  柔床ルートでは鉛直構面および水平構面から「せん断パネルによる擬似 3 次元モデル」 

  を構成して増分解析を行い、重心位置の荷重変形関係を求めます。 

  増分解析では建物に与える荷重(地震力)を少しずつ増やしながら、それぞれの鉛直構面および 

  水平構面の変形を求めます。いずれかの鉛直構面または水平構面が終局状態に達したら 

  （変形が限界を超えたら）増分解析は終了します。 
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１６） 診断 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■解説 

  算定条件設定で選択した計算方法（剛床ルート・柔床ルート）で診断した結果を表示します。 

  表示内容は計算方法により異なります。剛床ルートの場合は「１6－１）剛床ルートの場合」

を、柔床ルートの場合は「１6－２）柔床ルートの場合」を参照ください。 

 

■ポイント 
  評点算出に必要な項目がすべて入力されていない場合、診断が行えません。CAD 画面右下に

あるリアルタイム診断表示を参考に、未設定の項目を入力してください。詳細は「19）リアル

タイム診断」を参照ください。 
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１6-1）剛床ルートの場合 

１6-1-1） 総合評価（剛床ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■解説 
  ・上部構造評点と水平構面の検定結果、上部構造の耐力の評価を表示します。 

  ・上部構造評点は、階・方向ごとに評点を示します。最も低い値が、上部構造の耐力の評価と

なります。 

  ・「水平構面の検定」の欄では、許容応力度計算による水平構面の検定の結果を示します。結果

がNGの場合、本システムでは剛床とは見なせず上部構造の耐力の評価は参考値となります。 

以下のいずれかの対応をしてください。 

  ・計算方法を柔床ルートに切り替えて診断を行う。 

  ・耐力壁の追加や水平構面の補強等により水平構面の検定を OKとする。 

(補強計画の場合) 

   本システムによる診断の手順については、「２）算定条件設定」を参照ください。 

 

■操作方法 
  ▼各階・方向の荷重変形関係の確認 

   ①上部構造評点の表のセルをクリックします。 

    選択した階のX方向および Y方向について、荷重変形関係のグラフが表示されます。 

    合わせて、CAD画面で対応する階・方向の鉛直構面が強調表示されます。 

 

■ポイント 
  水平構面の検定が NG となり補強計画を検討する場合は、「１8）水平構面 Ｑ図確認」を参照

してください。 
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１6-1-２） 保有水平耐力（剛床ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■解説 
  各階・方向について、荷重変形関係のグラフを用いて保有水平耐力の計算過程を示します。 

青線で示される荷重変形関係は、指定された階・方向のすべての壁部材の荷重変形関係につい

て補正や低減を行い、累加を行った結果を表します。このグラフに対し、１ステップずつ作図

を行い、終局耐力 Pu（＝保有水平耐力 Que）を算出する過程を示します。 

 

■操作方法 
  ▼各階・方向の荷重変形関係の確認 

   ①「表示階・方向」を選択します。 

   ②計算内容の行を選択します。 

  ▼グラフの拡大表示 

   ①「グラフ拡大表示」ボタンをクリックします。 

     ※現在表示中のグラフが「保有水平耐力 Que算出」ウィンドウに表示されます。 

   ②ウィンドウ下部のプルダウンメニューから表示する計算ステップを選択します。 
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１6-1-３） 必要保有水平耐力（剛床ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■解説 
  各階・方向について、必要保有水平耐力の計算根拠を示します。 

 

■ポイント 
・総合評価の上部構造評点の根拠となる値を参照できます。 

それぞれの値の詳細な意味については、基準書の「指針と解説編 第５章 精密診断法２」を

参照ください。 

・建築基準法施行令第 88 条 3 に基づき、必要保有水平耐力の計算に用いる標準せん断力係数

C0 の値を1.0 としています。 
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１6-２） 柔床ルートの場合 

１6-２-1） 総合評価（柔床ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■解説 
  ・上部構造評点、上部構造の耐力の評価を表示します。 

  ・上部構造評点は、階・方向ごとに評点を示します。最も低い値が、上部構造の耐力の評価と

なります。 

  ・「水平構面の検定」の欄では、許容応力度計算による水平構面の検定の結果を示します。 

 

 

■操作方法 
  ▼各階・方向の荷重変形関係の確認 

   ①上部構造評点の表のセルをクリックします。 

    選択した階のX方向および Y方向について、荷重変形関係のグラフが表示されます。 

    合わせて、CAD画面で対応する階が表示されます。 

 

■ポイント 
  水平構面の検定がNG となり補強計画を検討する場合は、「１8）水平構面 Ｑ図確認」を 

  参照してください。 
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１6-２-２） 保有水平耐力（柔床ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■解説 
  各階・方向について、荷重変形関係のグラフを用いて保有水平耐力の計算過程を示します。 

青線で示される荷重変形関係は、増分解析によって求めた重心位置の荷重変形関係です。 

このグラフに対し、１ステップずつ作図を行い、終局耐力 Pu（＝保有水平耐力 Que）を算出

する過程を示します。 

 

■操作方法 
  ▼各階・方向の荷重変形関係の確認 

   ①「表示階・方向」を選択します。 

   ②計算内容の行を選択します。 

  ▼グラフの拡大表示 

   ①「グラフ拡大表示」ボタンをクリックします。 

     ※現在表示中の グラフが「保有水平耐力Que 算出」ウィンドウに表示されます。 

   ②ウィンドウ下部のプルダウンメニューから表示する計算ステップを選択します。 
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１6-２-３） 必要保有水平耐力（柔床ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■解説 
  各階・方向について、必要保有水平耐力の計算根拠を示します。 

 

■ポイント 
・総合評価の上部構造評点の根拠となる値を参照できます。 

それぞれの値の詳細な意味については、基準書の「指針と解説編 第５章 精密診断法２」を

参照ください。 

・建築基準法施行令第 88 条 3 に基づき、必要保有水平耐力の計算に用いる標準せん断力係数

C0 の値を1.0 としています。 
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１6-２-４） 増分解析の結果（柔床ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■解説 
  ・増分解析終了時点（終局時）の鉛直構面と水平構面の状態が表示されます。 

  ・ 

 

■操作方法 
  ▼各階・方向の鉛直構面の行をクリックすると、鉛直構面の荷重変形関係（画面左下）と、 

   階・方向ごとの地震力と鉛直構面位置の変形の関係（画面右下）のグラフが表示されます。 
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１７） 印刷 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■解説 
  保有水平耐力計算の結果を印刷します。 

 

  ▼印刷できるもの（剛床ルートの場合） 

    保有水平耐力計算(表紙) 

    1．総合評価 

    2．地震力計算 

    3．柱頭柱脚接合部の引抜の検定 

    4．壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出 

    5．梁上耐力壁の荷重変形関係と剛性の補正 

    6．偏心率とねじれ補正係数の計算 

    7．鉛直構面の剛性と負担地震力計算 

    8．水平構面の地震力に対する検定(剛床の判定) 

    9．階･方向ごとの保有水平耐力と構造特性係数算出 

    10．形状特性係数と必要保有水平耐力の算出 
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  ▼印刷できるもの（柔床ルートの場合） 

    保有水平耐力計算(表紙) 

    1．総合評価 

    2．地震力計算 

    3．柱頭柱脚接合部の引抜の検定 

    4．壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出 

    5．梁上耐力壁の荷重変形関係と剛性の補正 

    6．偏心率とねじれ補正係数の計算 

    7．鉛直構面の剛性と負担地震力計算 

    8．水平構面の地震力に対する検定(剛床の判定) 

    9．鉛直構面の荷重変形関係の算出 

    10．鉛直構面の地震力分布の算出 

    11．増分解析結果の確認 

    12．階・方向ごとの保有水平耐力と構造特性係数の算出 

    13．形状特性係数と必要保有水平耐力の算出 

 

■操作方法 
  ①印刷する項目を選択します。 

  ②「平面図の用紙設定」の「用紙の設定」、「用紙サイズ」に適切なものを選択します。 

  ③「プリンタ設定」から使用するプリンタを選択し、プリンタ設定を行います。 

  ④「プレビュー」「印刷」「ＰＤＦ」のいずれかのボタンをクリックします。 

 ・「プレビュー」 ：計算書のプレビュー画面が表示されます。 

・「印刷」  ：プリンタから印刷を行います。 

・「ＰＤＦ」 ：ＰＤＦファイルを作成します。 

※保存先の確認画面が表示されます。 

 

  ※「全て選択」をチェックすると全ての項目がチェックされます。 

  ※「現状・補強計画ラベルを印刷」をチェックすると、計算書に補強属性が出力されます。 

  ※「印刷日」で指定された日付が計算書に出力されます。ダブルクリックでカレンダーが表示

されます。 
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１８） 水平構面 Ｑ図確認 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■解説 
  水平構面の検定結果を「Q図（せん断力図）」で表します。 

水平構面の検定がOK となるためには、すべての鉛直構面において水平構面にかかるせん断力

が、水平構面の許容せん断力以下となる必要があります。 

リアルタイムＱ図は、水平構面の補強や耐力壁の追加・削除などを行うたびに、自動的に更新

されます。リアルタイムQ 図を表示したままグリッド画面の入力を行うことで、水平構面の検

定結果を確認しながら、水平構面の検定結果がOK となるように耐震補強を検討することがで

きます。 

 

  Q図に表示される要素の意味はそれぞれ以下の通りです。 

①水平構面にかかるせん断力 

図中の斜めの実線で表されます。 

この線が中心から離れた位置にあるほど、水平構面のその位置にかかるせん断力が大きい

ことを表します。 

②水平構面の許容せん断耐力 

図中の点線で表されます。 

斜めの実線が点線の内側に納まっていれば、その範囲の水平構面の検定結果はOK となり

ます。斜めの実線が点線の外側に出ている範囲は水平構面の検定結果が NG となります。

（該当する範囲は薄い赤で表示されます） 

③下階の鉛直構面にかかる地震力 

図中の赤色の矢印で表されます。 

全ての赤色の矢印の長さの合計が、下階全体にかかる地震力となります。鉛直構面の壁・

柱の剛性の合計が大きいほどその鉛直構面にかかる地震力が大きくなり、矢印が長くなり

ます。 

④上階の鉛直構面にかかる地震力 

図中の青色の矢印で表されます。 

全ての青色の矢印の長さの合計が、上階全体にかかる地震力となります。鉛直構面の壁・

柱の剛性の合計が大きいほどその鉛直構面にかかる地震力が大きくなり、矢印が長くなり

ます。 

①水平構面にかかるせん断力 

②水平構面の許容せん断耐力 ④上階の鉛直構面にかかる地震力 

③下階の鉛直構面にかかる地震力 
水平構面の検定結果 

 
NG 

(薄い赤) 

 

OK 

(灰色) 
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■操作方法 
  ①グリッド画面で表示階を選択します。 

  ②リアルタイムＱ図で X方向またはY 方向を選択します。 

 

■ポイント 
  水平構面の検定結果を OKとするための補強方法は以下の 2つがあります。 

① 水平構面の補強 

検定NGとなっている水平構面を補強することによって検定結果をOK とします。リアル

タイム Q 図上で薄い赤で表示されている範囲が検定 NG の範囲なので、その範囲に対し

て火打ちの追加や、床面や天井面に対して構造用合板による補強などを行います。 

補強を行った範囲に対して「水平構面部分入力」で補強後の水平構面仕様を入力してくだ

さい。リアルタイムQ 図上では、許容せん断耐力が増加することにより、点線の間隔が広

がります。 

 

② 耐力壁の追加・削除 

耐力壁の追加や削除をすると各鉛直構面に割り振られる地震力が増減します。検定NGと

なっている水平構面にかかるせん断力を抑えることにより検定結果を OKとします。 

リアルタイム Q図上では、ある鉛直構面に耐力壁を追加して剛性を高めると、その鉛直構

面の矢印が長くなり、その他の鉛直構面の矢印が少しずつ短くなります。どの位置に耐力

壁を追加するとリアルタイム Q図がどのように変化するかを随時確認しながら、検定結果

が OKとなるような耐力壁の配置を検討してください。 

ただし、水平構面仕様や平面プランによっては、耐力壁の追加・削除だけでは検定結果を

OK にすることが不可能な場合もあります。 
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１９） リアルタイム診断 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■解説 
 ・算定条件設定で設定した「計算方法」、および入力情報から計算された「水平構面の検定結果」、

「各階･方向別の評点」、「保有水平耐力計算の総合評価」が表示されます。入力内容の変更に従

い、計算結果がリアルタイムで更新されます。 

 ・保有水平耐力計算に必要な項目で未設定のものがある場合、「評点算出不可」と表示され、その

下に未設定の項目が列挙されます。この内容を参考に、未設定項目を解消してください。 
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